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私たちは、全ての人々の幸福に貢献するために

愛の心を持って常に最高水準の医療を提供し続けます

最も尊ぶこと  ： 患者さまのためにすべてを優先して貢献すること

最も尊ぶ財産 ： 職員全員とその間をつなぐ信頼と尊敬

最も尊ぶ精神 ： 固定観念にとらわれないチャレンジ精神

亀田メディカルセンターの理念
巻
頭
言
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病院は誰かの仕事でできている

　春の訪れとともに、今年も新しい仲間たち

が鴨川の地に集ってくれました。毎年3月号

の病院報は、鉄蕉会の1年を数字で振り返る

データ特集です。ページをめくると、職員数

や外来患者数など、当院が歩んできた1年間

の軌跡をご覧いただけるかと思います。こう

した膨大な情報の積み重ねこそが、当院への

信頼の証ではないでしょうか。

　しかし、私たち医療人が向き合うのは、こ

うした完結した数字だけではありません。「1」

というデータの背後には、今日この瞬間に起

きている言葉にならない溜息や不安が宿って

いるのです。診察室で交わされた何気ない

一言、誰にも言えずに書き残した既往歴の一

行。そうしたものが、静かに情報の奥に折り

重なっています。

　あらゆる現実が「0と1」の記号へと置き換

えられていくデジタルの奔流の中で、私たち

は今、生命の手触りや真実味が見えにくく

なる危うさに直面しています。昨年2025年、

私たちは「確かなもの」の輪郭がほどけていく

感覚を、日々のあちこちで目にしました。

　医療の現場でもDX（デジタルトランスフォー

メーション）化という強い風が吹き、効率は飛

躍的に高まっています。私たちは時に、精巧

な「器」を新しくさえすれば、中身も自ずと正

しい形を成すと信じてしまうことがあります。

しかし、その器に注ぎ込む私たちの手は、震

えてはいないでしょうか。器の形を整えるこ

とに急ぐあまり、痛みや迷いの「気配」を取り

落としてはいないでしょうか。手もとを見つ

め直さぬままでは、どれほど優れた器を並べ

ても、本質的な乾きを癒やすことはできませ

ん。効率という物差しで測れるのは医療の「律

動」や「解像度」までであり、心の震えまでは、

数字で測りきることはできないのです。

　診療情報は、患者さまが守り続けてきた孤

独な時間そのものです。それが画面に整然と

並んだ瞬間、私たちはつい「扱えるもの」だと

錯覚してしまう。

　ひとつの記録に触れるたび、見えない時間

の体温をたしかめていたい。

　その聖域を安易に消費してはならない。私

たちは、単なるデータではなく、預けられた

「心の一部」と向き合っています。

　AIが「共感」さえ分かち合える2026年の

今、私たち医療人の役割はどこにあるのでしょ

うか。それは、システムが示した正解をなぞ

ることではありません。答えを手に、患者さま

と共に悩み、沈黙の中で寄り添い続けること。

テクノロジーによる効率化の真の価値は、私

たちが人間にしか果たせない「温かな対話の

時間」を、情報の奔流から取り戻すことにあ

ります。

　鉄蕉会で扱うデータ一点一点には、人生の

物語が宿っています。静かな湖面に、私たち

はどのような「さざなみ」を立てるべきでしょ

うか。私たちの振る舞いが静かな祈りのよう

に波紋となって広がり、訪れる方々の心に届

くことを願っています。

　システムが鮮やかな答えを提示する、その

先で、あなたはどのような「温もり」を手渡し

ていくのでしょうか。

データとともに歩む、これからの医療で

情報管理本部 本部長　小川　理



2 0 2 5
数字で見る鉄蕉会 診

療
部

Physicians

歯
科
セ
ン
タ
ー

D
ental

4 5亀田総合病院報  No.290  2026 年 3 月号 亀田総合病院報  No.290  2026 年 3 月号

当院診療部では、 35診療科が緊密に連携し、 年間62万人超の外来患
者と約30万人の入院患者に高度で安全な医療を提供しています。 日
本屈指の手術件数を誇り、 その実績は年々増加しています。 救急医療
では近接医療圏にとどまらず県全域から患者を受け入れ、 医師の年齢
構成は全国平均と比べて若く、 活力と柔軟性に富んだ診療体制のもと、
研究・教育にも積極的に取り組んでいます。

当院歯科センターは地域の基幹病院として、 一
般的な歯科治療の他に、 入院を含む外科的歯
科治療や障害者歯科、 訪問歯科など各分野
の専門医が1日約280名の外来患者さまの診
療に当たっています。 地域の過疎化や医療機
関の減少といった環境下ではありますが、 当セ
ンターは地域の皆様が安心して歯科医療を受け
られる場であり続けるために、 幅広いニーズに
応えられるよう日々努めています。
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※データはすべて2025年1月1日～2025年12月31日まで

平均在院日数
（亀田総合病院）

一般病床

11.0日

亀田クリニック
のべ542,954
亀田総合病院
のべ84,795

亀田クリニック
のべ1,749
亀田総合病院

のべ289,997

年間入院患者数（人）
地域別患者数（%）

598（件）

手術室以外での
全身麻酔症例数

鉄蕉会DATA

のべ291,746

手術件数（件）
13,777

515名
常勤医師数

（常勤）13名
歯科技工士数

32台
ユニット数

（常勤）33名
歯科衛生士数

157論文

日本語論文数 ※� 医学中央雑誌（医中誌）に
収載された論文を対象とし
た。2025年1月1日 か ら
12月31日に発表されたも
のを集計しており、会議録
は除外している。

亀田京橋クリニック
亀田京橋スポーツ医科学センター

亀田総合病院附属 幕張クリニック
亀田MTGクリニック

亀田ファミリークリニック館山
亀田病児・病後児保育室たてやま

亀田森の里病院
亀田訪問看護ステーション森の里
亀田居宅介護支援事業所森の里

事業所一覧

　看護師

1,2961,296

　看護師

33.033.0

医師
（歯科医師含む）

589589
医師

（歯科医師含む）

39.139.1

事務・労務

1,2511,251
事務・労務

42.442.4

コメディカル

842842
コメディカル

34.334.3

職員数（人）

3,978

平均年齢
（歳）

亀田総合病院
亀田クリニック
亀田リハビリテーション病院

亀田浜荻クリニック
亀田病児・病後児保育室かもがわ
亀田訪問看護センター

亀田総合病院居宅介護支援事業所
亀田スポーツ医科学センター

ドック受診者数（件）

亀田
クリニック

1日・1泊・
VIPドック 8,6788,678
健診 13,94013,940

幕張
事業部

1日・1泊・
VIPドック 23,87123,871
健診 8,7558,755

亀田京橋
クリニック

1日・1泊・
VIPドック 12,13412,134
健診 1,7421,742

2025年4月時点

69.269.2外来

60.160.1入院

25.525.5
25.225.2 14.7

5.3
隣接医療圏 遠方地域近接医療圏

年間外来患者数（人）

のべ627,749

115論文

英語論文数 ※ �英語論文のうち、PubMedに収載されたものを
対象とした。2025年1月1日から12月 31日に
発表された論文を集計しており、オンライン先
行公開段階で巻・ページ等の書誌情報が未確定
のものを含む。コメント、訂正（erratum）、論説
（editorial）は除外している。※ �診療部以外からの発表も

含みます
※ �診療部以外からの発表も
含みます

※亀田総合病院+亀田クリニック合計、2026年1月時点

2020代代

2121％％

6060代以上代以上

1111％％

3030代代

3535％％

4040代代

2020％％

5050代代

1313％％
医師年齢医師年齢

構成構成

救命救急
センター
（件）

救急車 ドクターヘリウォークイン

亀田総合病院
9,611

亀田クリニック
4,166

4,646 9118,880

亀田総合病院 副院長 植田 健一

歯科センター長 亀田秀次

歯科受診患者数

73,682人

障害者歯科診療数

404件

訪問歯科診療数

1,390件

日本口腔外科学会指導医 4名
日本睡眠歯科学会指導医 1名
日本顎顔面インプラント学会指導医 2名
日本口腔診断学会指導医 1名
日本有病者歯科医療学会指導医 1名
日本小児歯科学会指導医 1名
日本障害者歯科学会指導医 1名

109名
うち指導医数

227名
うち専門医数

130名
うち専攻医数

48名
うち初期研修医数

※亀田総合病院+亀田クリニック合計、2026年1月時点

（常勤）20名
歯科医師数

4名
うち歯科研修医数
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うち 認定看護管理者 4名

うち特定行為看護師
（21区分／38行為）

61名

うち 専門看護師
急性・重症患者看護
がん看護

1名
1名

数字で見る
コメディカル

2025年4月、 亀田医療大学大学院
に DNP（Doctor of Nursing Practice）
コースが開講しました。 このコースは、
実践能力と研究能力を合わせもち、
現場を変革していく能力を有した高
度な実践家を育成するものです。  
院生たちはアメリカやカナダで NP

（Nurse Practitioner）として活躍さ
れている講師の方々よりオンライン講
義を受け、 意欲的に勉学に取り組ん
でいます。 亀田総合病院が長年培っ
た臨床と教育を両輪とした理念に基
づき、 グローバルな視点と地域医療
への貢献を目指します。

うち 認定看護師
皮膚・排泄ケア
訪問看護
救急看護
脳卒中リハビリテーション看護
認知症看護
糖尿病看護
がん化学療法看護
摂食嚥下障害看護
精神科看護
乳がん看護
緩和ケア
慢性心不全看護
新生児集中ケア
慢性呼吸器疾患看護
クリティカルケア
手術室看護

高度臨床専門職センター センター長 
水上 奈緒美

高
度
臨
床
専
門
職
セ
ン
タ
ー

Advanced Clinical Specialist Center:ACSC

ACSC（高度臨床専門職センター）
は、 医療現場におけるタスクシフ
ティングとシェアの中核を担う部門
として、 2020年10月に設立されま
した。 ACSCは、患者さま、ご家族、
そして地域の皆さまに、 質の高い
医療を安全かつタイムリーに提供
することを使命としています。
それぞれが高度な専門知識と技
術を活かしながら、 診療部門の
チームと深く連携し、 患者さま一人
ひとりに寄り添った医療を実現して
います。 柔軟な対応力と未来志向
の姿勢で、 医療現場に新たな価
値を創造し、 地域医療の未来をと
もに切り拓いていくことを目標として
います。

リハビリテーション事業管理部 部長 村永 信吾

211名
リハビリテーション

事業管理部

＊�亀田総合病院・亀田クリニック・亀田リ
ハビリテーション病院・関連事業所への
出向者及び非常勤勤務を含む職員数
（2026年1月1日現在）

理学療法 10,575件
作業療法 1,153件
言語聴覚 381件
摂食 2,466件
早期離床 1,352件
処方数 15,927件

運動器疾患 21.8 %
脳血管疾患 17.1 %
廃用症候群 14.2 %
呼吸器疾患 15.3 %
心大血管疾患 7.3 %
がん疾患 13.8 %
摂食機能療法 10.5 %

亀田総合病院

リハビリ
実施患者の
在宅復帰率
81.3％

入院早期から集中的なリハビリ医療を

理学療法 2,167件
作業療法 606件
言語聴覚 263件
摂食 58件
処方数 3,094件

運動器疾患 67.9 %
脳血管疾患 17.2 %
呼吸器疾患 12.0 %
心大血管疾患 1.1%
摂食機能療法 1.8 %

亀田クリニック

外来通院患者に対して幅広いリハビリ医療を

理学療法 282件
作業療法 282件
言語聴覚 125件
摂食 50件
処方数 739件

運動器疾患 36.1 %
脳血管疾患 54.7 %
廃用症候群 2.4 %
摂食機能療法 6.8 %

亀田リハビリテーション病院

リハビリ
実施患者の
在宅復帰率
88％

社会復帰に向けて専門的なリハビリ医療を

リハビリテーション部門では、病気や怪我によって生じる「歩く・食べる・話す・排泄する」
といった日常生活の障害を改善し、スムーズな社会復帰をサポートしています。特に高
齢化が進む現代では、複数の疾患を抱えることで活動量が低下しがちです。そのため、
当部門では入院後早期から、科学的根拠に基づいた専門性の高いリハビリテーションを
提供し、早期回復を目指しています。

リ
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Rehabilitation

4名
2名
1名
1名
1名
1名
1名
3名
1名
1名
2名
1名
1名
1名
1名
1名

看護管理部 部長 渡邉 八重子

・循環器内科
・麻酔科
・在宅診療科

・腎臓高血圧内科
・集中治療科
・総合内科

・救命救急科
・スポーツ医学科

＜活動診療科＞

理学療法士 151名
作業療法士 24名
言語聴覚士 16名
歯科衛生士 2名
トレーナー 6名
事務員 12名

1,271名
看護部

※�亀田総合病院・亀田クリニック・亀田リハビリテーション病院・亀田
ファミリークリニック館山常勤及びパートを含む職員数。
　2026年1月1日現在

看護師
950名

准看護師 25名

PSA 173名
PSR 83名

助産師 40名

ACSCスタッフ
看護師
臨床工学技士
事務

27名
1名
1名

（資格研修中：2名）

（資格研修中：1名）

資格（重複あり）
診療看護師
認定看護師
周麻酔期看護師（修士）
看護師（院内認定）
周麻酔期臨床工学技士（院内資格）
特定行為研修修了者
フィジシャンアシスタント（院内資格）
理学療法士

8名
3名
2名
11名
1名
22名
5名
1名
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眼科技術室
視能訓練士
検査補助員
コンタクトスタッフ
検査件数

6名
1名
1名

84,365件
画像診断室

診療放射線技師
臨床検査技師
准看護師
医学物理士
事務
X線撮影件数
　　  病院
　　  CL

64名
1名
1名
1名
10名

147,161件
105,647件

ME室
臨床工学技士
事務
補助者
管理登録医療機器

循環器症例対応数

血液浄化数

13,559台

7,765件
33,883件

50名
2名
1名

栄養管理室
管理栄養士
栄養士
調理師
調理補助
年間食数

16名
2名
15名
10名

685,719食

臨床心理室
臨床心理士
面接件数

3名
2,957件

超音波検査室
臨床検査技師
准看護師
超音波検査数

生理機能検査数

21名
8名

36,753件

98,685件

義肢装具室
義肢装具士
装具処方

3名
928件

内視鏡検査室
看護師
准看護師
臨床工学技士
臨床検査技師
内視鏡技師
事務職
内視鏡検査件数

9名
4名
1名
2名
4名
10名

25,132件
医療技術管理部 部長 

高倉 照彦

医
療
技
術

M
edical technology

これまで調剤や服薬指導の直接的実績のみ
を可視化してきましたが、 現在はチーム医療の
中での薬剤師の間接的実績の可視化にも取
り組んでいます。 また、 医療DX推進の中で
のオンライン服薬指導や外来診療への関わ
りについてもデータ化を実施しています。

先進医療を実践する医療機関の臨床検査部門として、スタッフが一丸と
なって高精度・高品質の臨床検査、わが国の医療機関をリードするタスクシ
フティング・タスクシェアリングへの取り組み、最新の臨床検査技術の導
入と開発・研究、それらを支える医療経済管理への挑戦に邁進し、常に20
年先を想像して行動しています。

105名

臨床検査管理部

※�亀田総合病院・亀田クリニック
常勤及びパートを含む職員数。
2026年1月1日現在

臨床検査技師
胚培養士
看護師
ラボテクニシャン
事務員
遺伝カウンセラー

採血患者数
診療支援チーム
（MPST）（静脈路確保・鼻咽腔検体採取）

【 稼働状況（のべ患者数）】

一般検査
生化学・免疫検査
血液・凝固検査
感染症検査

143,764件
672,676件
421,870件
47,034件

遺伝子検査
輸血検査
病理検査
生理機能検査

1,738件
45,119件
41,823件
60,626件

ART採卵件数
遺伝カウンセリング

189件
340件

90名
4名
2名
4名
3名
2名

179,087人

4,306件

臨床検査管理部 部長 大塚 喜人

医療技術部スッタフは総勢
246名です。 各職種はスペ
シャリスト集団で構成されて
おり、 治療に必要な検査
データや治療に必要な専門
技術を提供しています。 常に
最新の情報と技術を提供す
る事を心がけています。

20242025年

主な出来事

September 9月

May 5月

August 8月
亀田IVFクリニック幕張 独立へ

亀田森の里病院　亀田奈々院長が就任

国際事業本部発足July 7月
亀田総合病院附属幕張クリニック

渡邊義敬院長が就任

ACGME-I　総合内科・麻酔科がプログラム認証へ

入院支援相談窓口をKタワー１階に設置
デジタルPFMを用いたよりスムーズな入院のサポートを
※詳しくはP18「病院は誰かの仕事でできている」のコーナーへ

亀田総合病院ISO7101を取得
医療機関向け品質マネジメント規格では国内初の認証

December 12月
全事業所でISO7101を取得

HMS830349

亀田クリニック
亀田リハビリテーション病院
亀田ファミリークリニック館山
亀田森の里病院
亀田総合病院附属幕張クリニック
亀田MTGクリニック
亀田京橋クリニック
亀田京橋スポーツ医科学センター

【 稼働状況（のべ検体数）】

薬剤師 100名
薬剤テクニシャン 70名
事務 6名
看護師 3名
臨床検査技師 1名

外来処方せん枚数 287,458枚
入院処方せん枚数 172,303枚
入院注射処方せん枚数 319,886枚
TPN調製本数 3,100本
抗がん剤混合調製本数 22,824本
薬剤管理指導件数 9,310件
麻薬管理指導件数 272件
炎症免疫外来件数 約5,000件
術前外来件数 4,754件
周術期薬剤管理加算件数 6,881件
服薬フォローアップ（CL） 約250件
服薬フォローアップ（C棟） 約24件
退院時薬剤情報管理指導料 927件
退院時薬剤情報連携加算 27件

薬剤管理部 部長 舟越 亮寛

専門薬剤師資格取得者
https://www.kameda.com/pr/pharmacy/
certifications.html
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　患者さま（以下O氏）は49歳女性、急性白血
病を発症し、寛解導入療法（抗がん剤治療）目的
のため入院となりました。治療開始後、抗がん
剤治療による発熱性好中球減少症で敗血症性
ショックとなり、集中治療室へ移動となりました。
集中治療室では、気道分泌物が多く、気管内挿
管が長期となったことから気管切開による呼吸
ケアを行いました。また、麻痺性イレウスS状結
腸穿

せんこう
孔を起こし、消化管ストーマを増設するな

どし、長期臥
がしょう
床※1による影響でADL※2は寝たき

りとなりました。
　その後、全身ケアを行いながら、抗がん剤治
療ができる程度に回復したことから、追加で地
固め療法を行った後も敗血症ショックを起こし、
幾度も集中治療室での管理となることがありま
した。白血病自体は寛

かんかい
解状態※3となったものの、

治療の副作用で抹消神経障害を来たし、下肢の
しびれや尿閉※4となり膀胱留置カテーテルを挿
入するなど、順調な回復とはなりませんでした。
　O氏は、度重なる全身状態悪化や順調に回復
しないことで、さまざまな不安を抱えていまし
た。徐々に易

いどせい
怒性※5、感情失禁、幼児退行など

がみられ、重度の睡眠障害となり、夜間は5分お
きにナースコールで「さみしい」「側にいて」「辛い
よ、どうにかして」と繰り返し訴えました。そこで、
O氏と関わる時間をつくり、ベッドサイドで本人
の訴えを聴き、少しでも安心感を与えられるよ
うタッチングなどの対応を試みました。
　しかし、日を追うごとにO氏の易怒性は強くな

り、すぐに対応ができないと、大声で叫んだり、
暴言を吐くようになりました。O氏が身体的な苦
痛のみならず、大きな不安や恐怖、絶望感があ
る状態にいると理解はしていましたが、私も他
の看護師も疲弊し、徐々に避けるようになって
いきました。
　自分は看護師としての役割を果たせていない
のではないかと悩んでいた頃、緩和ケアチーム
が介入することになりました。O氏の状況や看護
師が抱く思いを共有し、リハビリスタッフや緩和
ケアチームのメンバーなど、なるべく多職種でO
氏に寄り添うようにしました。さらに、環境を変
えることで気分転換ができるよう、離床の時間
を増やしていきました。また、ご家族を交えて多
職種によるケアカンファレンスを行い、O氏に対
する思いを語っていただきました。ご家族はO氏
の現状を見ていることは辛い。何かしてあげた
いが、何もできないことに無力感を感じている
ことなどがわかりました。そこで、ご家族がケ
アに参加できるよう調整したり、O氏自身が心配
しているお子さんとの面会回数を増やすなどし
ました。また、睡眠薬を最大限調整し、徐々に
ではありますが夜間も睡眠がとれるようになっ
ていきました。
　しばらくし、易怒性は徐々に減少し、穏やか
に過ごすことが多くなりました。リハビリも少し
ずつ進み、特に嚥

えんげ
下機能は軟らかい食事が摂れ

るまで回復したことを受け、O氏の誕生日が近い
ことから、お好きだというチョコレートケーキを

強い不安を持つ
患者さまとの関わり

看護部　小坂恵子

ご用意いただき、ご家族と一緒にお祝いをしま
した。O氏はケーキを味わい、笑顔を浮かべてい
ました。その後、360日の長期入院を経て、ご
自宅に近い施設に転院となりました。
　白石（2024）は、「病状悪化で、その先にある
死や今までの自分でいられなくなる恐怖や苦痛
に直面することを避けようとし、防御規制やコー
ピング※6をするが、つらい状態が長引くことで、
いつまでも現実に直面できず心理的苦痛がまし
ていく」と述べています。O氏は、想像以上に辛
い現実に直面し、さらに長期化したことで防御
規制やコーピングしきれなかったと推察します。
また白石は、「看護師だけでなく、他職種チーム
で関わることで、多角的にその人を捉える機会
になります。患者に関わる際にいい距離で関わ
れないと医療者自身が苦しくなります。医療者
と患者の距離が適切であれば、チームで情報整
理、患者へ適切なサポートを考えることができ、
またそれぞれの気持ちを共有できる」と述べてい
ます。チームで協力し、多職種で寄り添えたこ
とは、O氏の孤独感と強い不安の軽減ができた

だけでなく、関わる医療者側にも気持ちの余裕
が生まれ、適切なサポートができるようになっ
たのではないかと考えます。
　患者さまにより良いケアを提供するために、
緩和ケアチームなどの専門職にサポートを求め
ることは重要だということ。それは患者さまや
ご家族とともに最善のケアを考えることにつな
がり、苦しい状況を一緒に乗り越えるスタッフ
同士の気持ちをひとつにすることの大切さを学
ぶことができました。

【用語説明】
（※１）長期臥床：一日中ベッド上で安静にすること
（※２）ADL：日常生活動作
（※３）寛解状態：�一時的に良くなり、症状が抑えられ

ていること
（※４）尿閉：尿が体外に排泄されないこと
（※５）易怒性：過剰に怒りやすいこと
（※６）コーピング：対処すること

引用文献：�白石恵子（2024）．AYA世代の患者とACPについて
話し合うために．特集 がん患者へのACP－やって
みてわかったこと．緩和ケア.Vol 34．青梅社

看護体験の内容を受けて

看護部（A8）師長　渡邉律子
　がんを抱える患者さまは、死を強く意識する瞬間が幾度とあり、
人生の途上でブレーキをかけられるような経験や、疾患・治療への
期待と失望、その中での難しい意思決定など、様々な思いを抱え
療養生活を送っています。揺れながらも精一杯生きることを支援
していくために、医療者は、どのように関わることができるだろ
うか、どうあるべきかと模索し葛藤を抱えることがあります。
　患者さま、ご家族、医療者それぞれが様々な問題や課題に直面
しています。緩和ケアチームとの連携は、患者さまやその周囲の
方々への支援の充実に繋がります。
　ケアのあり方について、より深く考え、それが最善のケアに繋
げられるよう病棟スタッフとともに努めていきたいと思います。
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二十歳の集いで門出を祝う

　2025年10月、脳死下臓器

提供に関する長年の取り組

みが評価され、厚生労働省

より感謝状を拝受しました。

　脳死下での臓器提供は、

ご本人およびご家族の意思

に寄り添いながら、医学的判断や法的手続きを進め

るとともに、集中治療科、主治医、看護師、検査部門、

事務部門などが連携し、院内コーディネーターを中心

に、県移植コーディネーターや日本臓器移植ネットワー

クと協力しながら、家族支援から院内調整、判定体制

の構築、摘出手術後の対応に至るまで、継続的に体

制整備を行ってきました。難しい判断や調整が求めら

れる場面もありましたが、患者さまとご家族に真摯に

向き合ってきた取り組みが、今回の評価につながった

ものと考えられます。

　院内コーディネーターを務める診療支援課の横澤清

香さんは、「臓器移植は、提供者の想いとご家族の決

断という命のバトンを、次の命へと確実につなぐ医療で

す。今回の感謝状は、特定の部署や個人の功績では

なく、日々現場を支えている多職種の連携と、当院全

体でその想いを大切にしながら取り組んできた結果で

あり、当院全体の医療の質とチーム力が評価されたも

のだと受け止めています」と話しました。

　12月18日（木）、師長会にて、警察官をかたり捜査など

の名目で金銭をだまし取る「ニセ警察詐欺」に関する防犯

研修が行われました。保安管理課・礒野恒明課長の声

かけをきっかけに実現したもので、鴨川警察署生活安全

課の藤野一樹課長が来院し、主な手口や詐欺の見分け

方について説明しました。

　警察官をかたる電話詐欺は、孫や子どもを名乗って

金銭をだまし取る、いわゆる「オレオレ詐欺」とは異なり、

SNSなどを利用して接触する点が特徴で、若い世代を

含む幅広い年齢層で被害が報告されています。研修で

は、警察官をかたる人物がLINEなどのSNSのビデオ

通話を用い、偽造した逮捕状や警察手帳を見せ、「捜査

のために資金を確認する」などと称して送金を求める手

口が紹介されました。

　藤野課長は、「警察がSNSを使って連絡することはあ

りません。また、警

察手帳や逮捕状など

の画像を送ることや、金銭を要求することも一切ありま

せん」と強調し、このような連絡があった場合は、すぐに

電話を切るよう説明がありました。また、詐欺電話の多

くで国際電話番号が使用され、着信画面の電話番号の

前に「＋」マークが表示されることが多い点にも触れ、「電

話に出る前に番号を確認すること」の重要性を呼びかけ

ました。固定電話については、「国際電話不取扱受付セ

ンター」に連絡することで、国際電話の発着信を停止す

る手続きが無料でできることも紹介されました。

　最後に藤野課長は、「このような詐欺に関する相談件

数は増加しています。師長の皆様には、現場に戻って

から職員への注意喚起をお願いしたい」と述べ、研修を

締めくくりました。

　歯科センターの池田正一歯科医師

が、第77回保健文化賞を受賞されまし

た。保健文化賞は、保健・医療・福祉の分野で長年に

わたり社会に貢献してきた団体・個人に対し、感謝と

敬意を表することを目的に1950年に創設された賞

で、本年度で77回目を迎えます。

　池田歯科医師は、障がいのある子どもへの歯科医

療を学術的に確立するとともに、地域における障害

者歯科の連携体制づくりを推進してきました。さら

に、血友病やHIV感染症、先天性無痛無汗症などの

難病のある患者さまに対しても、歯科・口腔のケアを

実践し、誰もが安心して受診できる歯科医療の向上

に尽力してきました。こうした取り組みが評価され、

今回の受賞に至りました。

12月3日（水）、ホライゾンホールにて、千葉県立長

狭高等学校（山口健一校長）の「医療」分野で学ぶ3年

生による医療体験発表会が開催されました。亀田グ

ループでは2015年に長狭高校と教育連携協定を締結

し、専門職種による出張授業や職業紹介、シャドー実

習を通じて、医療・福祉人材の育成を支援しています。

本年度は夏季休業期間中の2日間、20名の生徒が希

望する職種の業務を見学・体験するシャドー実習を行

いました。

発表会の冒頭では、山口校長より昨年度の進路状

況が紹介され、約9割の生徒が大学・専門学校へ進学

し、そのうち約4分の1が医療系の進路を選択してい

ることが報告されました。

発表会では、代表生徒10名が看護師、臨床検査

技師、救急救命士、理学療法士、作業療法士、診療

放射線技師など、多様な職種での研修を通じて得た

学びを発表しました。生徒からは、「安心感や信頼関

係を築くためにはダブルチェックが重要」「コミュニケー

ションでは言葉遣いや伝え方が大切」「語彙力を高める

ために幅広い年代と話し、普段から会話の構成を意

識したい」「日常生活でも優先順位を意識して行動し

たい」「多職種連携や患者・家族への心のケアの重要性

を学んだ」「心に理想の看護師像を持ち、目指していき

たい」など、今後の目標につながる前向きな感想が述

べられました。

受け入れ側のスタッフからも、「この経験を糧に目標

に向かって頑張ってほしい」「数年後には一緒に働きた

い」「発表内容も年々素晴らしくなってきている」「困った

時はいつでも相談に来てほしい」といった励ましの言葉

が贈られました。最後に、生徒代表から臨床現場スタッ

フへの感謝の言葉が述べられ、発表会は和やかな雰

囲気の中で締めくくられました。

1月8日（木）午後、ホライゾンホール

にて「二十歳の集い」が開催されました。

2005年4月2日から2006年4月1日生まれ

の対象者16名のうち、外国出身者（ミャン

マー出身4名、ベトナム出身2名）を含む14名が出席し

ました。

2022年4月から成年年齢が20歳から18歳に引き下

げられたことに伴い、当院では毎年1月に実施してい

た院内成人式を、2024年より「二十歳の集い」という

名称に変更しました。

当日は、亀田俊明病院長をはじめ、植田健一副院長、

和泉竜也人事部長が出席し、出席者の二十歳の門出

を祝いました。

亀田俊明病院長からは、「これまで皆さんを育てて

くれた家族や周囲の方々への感謝を忘れず、社会人

として責任を持ち、さまざまなことに挑戦してほしい。

仕事に一生懸命取り組むことは大切ですが、人生を楽

しむことも忘れないでください。仲間とのつながりを

広げ、互いに学び合いながら成長していってください。

皆さんの活躍を心から期待して

います」との言葉が贈られまし

た。続いて植田副院長からは、

「医療の世界は今、目まぐるしく

変化しています。年齢を重ねる

と保守的になりがちですが、皆

さんは若い力と柔軟な発想を持っています。ぜひ新し

いアイデアを発信してください。私たちも協力します

ので、一緒に変化を楽しみながら前進していきましょ

う」と励ましのメッセージがありました。

出席者からは、「二十歳としての自覚を持ち、医療

従事者としての責任を今一度見直し、地域社会や病

院全体の役に立てるよう努力していきたい」「同年代

の仲間が少ない職場なので、新鮮で貴重な機会だっ

た」といった声が寄せられました。ミャンマー出身の

参加者からは、「一日でも早く仕事を覚え、正確で丁

寧な対応ができるようになりたい。将来は介護福祉

士を目指している」との抱負が語られました。ベトナ

ム出身の参加者は、「二十歳になり、自立への第一歩

を踏み出したと感じている。夢に向かって努力してい

きたい」と前向きな感想が聞かれました。

脳死下臓器提供、厚生労働省より感謝状

師長会で防犯研修を実施

池田正一先生が
第77回保健文化賞を受賞

長狭高校「医療コース」体験発表会長狭高校「医療コース」体験発表会

池田先生からのメッセージ
　この度多くの方々のご推薦を頂き、第77回保健文
化賞を受賞いたしました。厚生労働大臣による贈呈
式の後、皇居・御所の大広間にて天皇・皇后両陛下の
拝謁の栄に浴し、受賞理由をご説明申し上げたあと
お言葉を賜りました。
　わが国の障害児者に対する歯科医療は国際的にも
評価が高く、特に台湾、韓国との交流も盛んで、日
本が指導的な役割を担っています。私は日本障害者
歯科学会の発起人で、60人から始めた本会も5,200
人を超える学会に発展しています。
　障害児者、血友病、HIV感染者、先天性無痛無汗
症など難病に対する歯科医療がますます発展するよ
う願うのみです。
　今回の受賞は、日頃から多くの方のご指導、ご支
援があったればこそで、私個人ではなく、皆さんの代
表として私が受けたとの思いで感無量です。
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12月6日（土）午後、火災を想定した冬季防災訓練が実施されました。多

職種が参加し、災害時に必要となる行動手順や連携体制を確認しました。

総合訓練は、B棟3階を出火階とする設定で行われ、火災感知器の作動か

ら火元確認、通報、初期消火、排煙装置や防火扉の操作、模擬患者に扮し

た職員の搬送・避難誘導までを一連の流れとして実践しました。小児病棟と

精神病棟が同一フロアにあることから、防災本部や自衛消防隊と連携し、火

災発生時の状況把握や初期対応の方法、ならびに屋外避難先への避難経路

についても再確認しました。

続いて、消火器および消火栓の操作訓練も実施されました。今回は、海外

出身の職員の参加も多く、放水の勢いに驚く場面も見られましたが、分かり

やすく丁寧な指導が行われ、防災への意識を高める訓練となりました。

2025年12月、中島主任部長に

よる著書『臨床医のためのライフハッ

ク―「診療・研究・教育」がガラッと

変わる時間術』が刊行されました。

本書は刊行直後から注目を集め、

Amazonの該当カテゴリーで1位を記録するなど、大

きな反響を呼んでいます。

本書は、診療に加え、研究、教育、学会活動など

多くの役割を担う臨床医が、限られた時間の中でど

のように仕事と向き合い、成長していくかをテーマ

としてまとめた一冊です。中島主任部長の実体験を

軸に、分野を問わない多様な書籍も紹介しながら、

時間の使い方や働き方の工夫を解説しています。

中島主任部長は「日本のすべての医師、特に医学

生・研修医・若手医師に読んでほしいと思い、全力で

執筆しました。最も大切にしたのは、ビジョンを持

つことの重要性や、新しい時代におけるキャリアの

描き方です。一般書に近い内容で、医師以外の方に

も役立つ部分があると考えています。

生成AIの活用なども盛り込み、時代

の流れを意識した内容としています。

参考にしていただけるとうれしいで

す」とコメントを寄せています。

12月20日（土）、ホライゾンホールにて、医療学生

を対象とした「災害時学生協力プログラム」研修が開

催されました。本研修には、亀田医療大学および亀

田医療技術専門学校の学生12名が参加しました。

災害時学生協力プログラムは、災害発生時に医療

学生が病院の災害対応を支援する立場として、どの

ような協力ができるのかを学ぶ取り組みです。医療

系以外の学生に限らず、災害時の支援に関心のある

学生を対象としています。

当日は、亀田総合病院DMAT隊員および千葉県内

のDMAT隊員が講師を務め、災害発生時の医療体

制や病院の初期対応についての講義が行われました。

続いて、多数の傷病者が同時に発生した状況を想定

し、限られた医療資材を有効活用するために、重症

度や緊急性に応じて治療や搬送の優先順位を判断す

る「トリアージ」の考え方について学びました。症例

をもとにしたカードトリアージに加え、DMAT隊員

の指導のもとで実践演習も行われました。

さらに、災害時における情報整理や伝達の重要性

についても学び、次々と伝えられる情報を書き出す

体験を通して、情報管理の難しさを実感しました。

現役DMAT隊員を前に、はじめは緊張気味だっ

た学生たちも、研修が進むにつれて徐々に打ち解け、

質問をしたり意見を交わしたりする姿が見られまし

た。参加した学生からは、「災害時に医療者を支え

る立場として何がで

きるのか具体的にイ

メージできた」「将来

的にDMAT隊員にな

りたいという思いが強

まった」といった声が

聞かれました。

呼吸器内科中島啓主任部長の本が刊行されました呼吸器内科中島啓主任部長の本が刊行されました

災害時学生協力プログラムを開催災害時学生協力プログラムを開催

ー学生が災害時に「できること」を学ぶーー学生が災害時に「できること」を学ぶー

冬季防災訓練を実施冬季防災訓練を実施

※構成比率は小数第2位を四捨五入しているため、合計は100にならないことがあります

調 査 期 間：亀田クリニック（外来）
亀田総合病院（入院） 
亀田総合病院（救急） 
亀田リハビリテーション病院

2025年11月1日～11月30日（計24日間）
2025年11月1日～11月30日（計30日間）
2025年11月1日～11月10日（計10日間）
2025年11月1日～11月30日（計30日間）

対 象 施 設：亀田クリニック、亀田総合病院（入院、救急）､ 亀田リハビリテーション病院
調 査 形 式：紙媒体の調査票を用いたアンケート。回答者が院内の回収ボックスに投函し、アンケートを回収。

WEBアンケート。
回 収 結 果：外来936（93.6％）・WEBアンケート85件、入院428（53.9%）・WEBアンケート87件、救急127（49％）・

WEBアンケート25件、リハビリテーション病院36（69％）であった。

■ 調査概要

■ 施設別満足度

2025年度 患者さま満足度調査結果

男性 女性

回答者 性別

患者さまご本人 ご家族さま・ご友人ほか

53.0%

44.7%

41.0%

47.0%

55.3%

59.0%

リハビリテーション病院
（n=36）

入院
（n=403）

外来
（n=982）

89.0%

46.5%

88.5%

82.0%

11.0%

53.5%

11.5%

18.0%

リハビリテーション病院
（n=36）

救命救急センター
（n=127）

入院
（n=400）

外来
（n=982）

施設別満足度
満足
やや満足
どちらともいえない
やや不満足
不満足
未回答41.7%

63.0%

67.1%

50.3%

22.2%

25.0%

24.3%

31.6%

30.6%

8.0%

6.8%
1.9%

15.3%

5.6%リハビリテーション病院（n=36）

救命救急センター（n=127）

入院（n=428）

外来（n=982）

2.1% 0.7%

4.0%

年齢

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0- 11- 21- 31- 41- 51- 61- 71- 81- 91- 未回答

外来（n=982） 入院（n=428） リハビリテーション病院（n=36）
0% 10% 20% 30% 40% 50%

未回答

関東以外

関東（千葉県を除く）

その他千葉県内

君津・木更津・市原・富津・袖ヶ浦

勝浦・夷隅・茂原・長生

安房地域
（鴨川市・南房総市・館山市・鋸南町）

住まい

外来（n=982） 入院（n=428）
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■ 入院

■ 救命救急センター

■ 亀田リハビリテーション病院

★入院に関するコメント（原文のまま）
・対応してくれた方々が皆優しかった。もし、また入院する事になった時、またここがいいなと思えた。
・毎回、入院時は快適に過ごせています。
・�初めて入院生活をしましたが、入院手続きから退院まで問題なく過ごさせていただきました。毎日入れ替わりで
したが、どの看護師さんも親切丁寧に接していただき、手術前の不安も和らぎました。病院食も毎日おいしくい
ただきました。
・�看護師さんがとても親切で優しく接してくれました。理学療法でリハビリをいつも明るく楽しく運動をリードし
てくれ、毎回楽しく取り組むことが出来ました。担当の先生もいつも気にかけ、毎日顔を見せてくれ、安心させ
てくれました。
・香水？ 柔軟剤？ 整髪料？ の匂いのきついスタッフさん達はちょっと残念。化学的な匂いがとても苦手な人には。
・食事が選べるのを楽しみにしていました。廃止になったのが残念です。復活して欲しいです。

★救命救急センターに関するコメント（原文のまま）
・�今回に限らず、急なケガや発熱、感染症など、いままでも時間帯問わず深夜であっても診察をしていただき本当
に感謝しています。
・薬がある時に時間が長いことがあります。
・�ドクターのとてもわかりやすい、診断・説明を受けて、とても安心出来ましたし、今後の対応（自分が取るべき判断）
がしやすいなと思われました。どうもありがとうございました！

★亀田リハビリテーション病院に関するコメント（原文のまま）
・もう少し、優しく対応してほしい。
・洗面台の水の勢いが強い。
・皆様親切で、訴えやすく、感謝しかありません。ありがとうございました。
・日曜日にも面会時間を設けてほしいです。

今回のアンケート結果を院内各部署にフィードバックし、今後、多職種による委員会で
改善活動に取り組んで参ります。
お気づきの点がございましたら、引き続きご意見をいただければ幸いです。

■ 外来

★アンケート自由記入欄のご意見より
　（多い意見を一部抜粋）
�・�全体的に待ち時間が長い。待ち時間の説明、表示をしてほしい。
・スタッフみなさん親切で安心して受診できます。
・予約料、駐車料金が高すぎる。
・�マイナンバーで受付ができるようになりスムーズに受付ができた。

マイナンバーカードについて（n=982）

70.7％

77.1％

70.1％

78.1％

7.2％

18.7％

29.9％

21.9％

22.1％

4.2％

マイナ保険証と受付が同時に出来ることは
便利と感じましたか？

来院時にマイナンバーカードを
持参しますか？

マイナンバーカードを保険証として
利用しましたか？

再来受付機はマイナンバーカードで受付が
出来るようになったことをご存じですか？

はい いいえ わからない・時々

医療費支払いが遅れても、
お薬の受取時間に影響がないことは
ご存じですか？（n=982）

はい、知っています いいえ、知りません

39.8％ 60.2％

入院生活について(n=428)

満足 やや満足 やや不満足 不満足どちらともいえない

40.2%

71.0%

76.6%

27.6%

21.5%

18.0%

20.6%

5.4%

3.5%

7.2%

2.1%

1.6%

4.4%

0.2%

病院食について

病室の過ごしやすさ

院内の設備の清潔さ

病院職員はあなたに触れる前に、
手指消毒をしていましたか？(n=428)

病院職員はあなたに医療行為をするにあたり、
お名前以外にも（生年月日、診察券番号）など
確認しましたか？ (n=428)

はい、いつも いいえ わからないはい、時々 はい、いつも いいえ わからないはい、時々

59.8%

4.0% 0.5%

35.7% 84.1% 9.3%

1.2%
5.4%

入院生活について(n=36)

満足 やや満足 やや不満足 不満足どちらともいえない

38.9%

58.3%

77.8%

16.7%

30.6%

13.9%

19.4%

8.3%

8.3%

22.2%

2.8%

2.8%

院内の設備の清潔さ

病室の過ごしやすさ

病院食について

病院職員はあなたに触れる前に、
手指消毒をしていましたか？(n=36)

病院職員はあなたに医療行為をするにあたり、
お名前以外にも（生年月日、診察券番号）など
確認しましたか？ (n=36)

はい、いつも いいえ わからないはい、時々 はい、いつも いいえ わからないはい、時々

63.9%

5.6% 2.8%

27.8% 77.8% 13.9%

8.3%

診察の待ち時間について 清掃について

短い やや短い ふつう やや長い 長い 満足 やや満足 ふつう やや不満足 不満足

病院職員はあなたに触れる前に、
手指消毒をしていましたか？(n=127)

病院職員はあなたに医療行為をするにあたり、
お名前以外にも（生年月日、診察券番号）など
確認しましたか？ (n=127)

はい わからないいいえ はい わからないいいえ

2025年
（n=127）

2024年
（n=112）17.0%

17.3% 17.3%

45.5%

43.3%

18.8%

15.7%2025 年
（n=127）

2024年
（n=112）

10.7% 8.0%

6.3%

35.7%

40.2%

21.4%

13.4%

38.4%

44.1%

3.6%0.9%

2.4%

44.9%

2.4%

52.8% 84.3%

0.8%

15.0%
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スマートフォンに入れて使うアプリです アプリの種類 LINE（ライン）を使ってやりとりします

ふだんの外来通院のときに使います いつ使うの？ 入院が決まってから、退院するまで使います

ご自分で、スマートフォンのアプリストアか
ら入れます はじめ方 入院支援相談窓口で案内されたQRコードを

読み取ります

→ 検査や健診の結果を見る
→ お薬の情報を確認する
→ 診察の予約確認や、WEB予約（※）をする
→ 医療費を後払いする

できること
→ 入院前に必要な説明動画を見る
→ 入院の準備に必要な情報が LINEで届く
→ 待ち時間などを利用して問診入力できる

→ 院内の滞在時間を短縮
→ 検査結果や健診結果をいつでも確認 ここが便利！！ → 入院の準備を家でゆっくり確認できます

→ 何度も問診を記入する手間がなくなります

外来受診をもっと便利に

外来受診をもっと便利に

入院までの準備を支える

入院までの準備を支える

※現在診療科が限られています
医療費後払い設定

医療費後払い

待合の番号表示

通院履歴・予約情報管理

健診結果の確認
※機能の一部です

NOBORI の
詳しい使い方はこちら

医療費領収書・明細書を
簡単に保存＆印刷！
医療費後払いサー
ビスをご利用いた
だくと、当院を受
診した際の領収証
や明細書のデジタ
ル保存や印刷が簡
単にできます。
※�マイナンバーカード連携
で一元管理も可能です。

NOBORIの後払い機能は、
「設定」→「医療費後払い設定」から登録
いただけます。　※クレジットカードが必要です。

医療費後払いをご利用の際は、
受付窓口にお申し出ください
※画面の提示をお願いしています。スマホをご用意ください。

     NOBORIアプリの医療費タブを開く❶

     受診日を選択
     ※一括選択はできません
❷ ❸受診日各領収書・

明 細 書 を 開 きPC
に保存し、印刷ま
たはメール送信こちらのボタンからメールで送

信やファイルに保存することで、
印刷することができます。

いつものこのコーナーは、いろいろな部署で働く人たちを紹介
していますが、今回は外来受診や入院準備をもっと快適にする
スマートフォンアプリなどが主役です。
すでに患者さまにお使いいただいている医療情報管理アプリ
「NOBORI」と、入院準備を支援するコミュニケーションシステ
ム「ポケさぽ」の2つは、患者さまの受診を快適にすることはも
ちろん、来院から退院までの流れを通して患者さまをしっかり
と支えるデジタルPFM※の考え方に基づいています。
※�PFM（Patient Flow Management）：入院患者情報を入院前に把握

し、問題解決に向けて早期に着手すると同時に、退院後までをサポー
トすることを目的としたシステム。

NN
の ぼ りの ぼ り

OBORIOBORI
とと

ポケさぽポケさぽ

　PFM（Patient Flow Management）とは、患者さまの
受診から入院、退院後までの流れを見通し、必要な支援
を切れ目なくつなぐ考え方です。
　亀田総合病院が進めるデジタル PFM は、その流れを
デジタルで整理し、患者さまと職員、双方の負担を減ら
す取り組みです。
　目指しているのは、デジタルで人を置き換えることでは
ありません。説明や確認、書類作成など、仕組みででき

る部分は任せ、医療従事者が患者さまやご家族さまと向
き合う時間を確保すること。そのため、すべてを一つの
アプリにまとめるのではなく、使う場面や役割に応じて
ツールを分けています。必要な情報を、必要なタイミング
で届けることで、診療の質と効率の両立を図っています。
　今回ご紹介するNOBORIとポケさぽは、このデジタル
PFM の考え方に基づいて運用されています。

コラム：亀田が目指すデジタル PFMとは？

まずは
ここから

たくさんあって

ややこしいわ…

アプリダウンロードはこちらから

ポケさぽに登録したとき
●入院生活のしおり

入院1週間前
●手術について（動画）

入院3日前
●持ち物や必要書類の確認

入院当日
●受付方法や受付開始時間
●駐車場のご案内

よくある質問

スマホを持っていないのですが…Q

機械が苦手なので使えるか心配ですQ

A．�ご家族様にかわりに登録いただくほか、
タブレットをご利用いただけます。

A．�入院支援相談窓口で導入までのサポート
をいたします。操作でご不明な点があれ
ばお気軽にお声がけください。

入院が決まったらまずはここに。 
入院に必要な準備や入院生活の案内のほか、
看護師による生活状況の確認、入院に関す
る疑問や相談対応などを行っています 。

入院支援相談窓口

必要な情報を必要な時に
入院日にあわせて必要な情報が届き
ます。
大事な情報は動画で
も確認することがで
きます。

病院からお知らせを受け取る
病院からの大切なお知らせは「New」
のマークで表示され、確認済みかどう
かも一目で分かります。

大切な情報は何度でも
情報はお手持ちのスマホから何度
でもご確認いただけます。音声付
きの動画もあり、より分かりやすく
なっています。

スマホで問診
これまで直接ご記入
いただいていた問診
票もスマホで入力で
きます。いただいた
情報は関係部署で共
有され、何度も同じ
ことをお尋ねするこ
とがなくなりました。

もっと便利に

New
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